
























く発見 と感動を画面を通 じて熱心に語 りかけるような斬新







な行動パターソを、いま我々の前に示 して くれている。その生き方は、飽 くなき欲望のおもむ
くまま効率 ・能率を一途に追い求めたあげ く方向性を見失って右往左往 している現代人に、<人
間 として どう生きるか〉を考える上で一石を投 じている。













て生まれてきた案山子のような人間」 との表現は、生涯にわたって何度 とな く繰 り返 してきた
自らの振舞を自嘲気味に述懐 したものであった。 しか し、この苦労は、 目の前に展開される鳥
の愛 くるしさ、ひたむきな生 きざまの前に、忍んで余 りあるものがあった。当然、彼の感性か
ら派生する問題関心は、その生態を左右する自然的 ・人為的環境へ と向かい、さらに、同様の
視点か ら、地道に生 きる素朴な人 々や子どもたちの行動や生活に対 しても及ぶことになった。
2下 村兼史の経歴と映画製作の系譜
下村兼史は、鳥類研究のあり方を、従来の、は く製や標本づ くりを主体 とした種の分類型か
ら野外での精密な観察に基盤を置 く生態分析型への転換を促 し、かつ実践 した気鋭の鳥類学者
であると同時に、映画フィルムを、それまでの娯楽中心の利用から、研究の記録および教育文
化の普及の手だてとして活用する道を切 り開いた進取の映画製作者でもあった。この鳥類研究











号 作 品 名 巻 製作年 製作会社 内容概要、撮影者`撮影地、受賞











.4 r島』 4 '41(昭16)年理研科学映画 厳しい風土の中に生きる伊豆御蔵島島民の生活ぶり。
佐野時雄、古谷正吉撮影。文部大臣賞、キネマ旬報ペス
ト2
5 r慈悲心鳥』 2 ・42(紹1η年 理研科学映画 ジュウイチ.(慈悲'亡潟)の托卵の習性を3年の歳月を
かけてとらえる。佐野時雄撮影。富士山麓
6 r山と川』 一 '45(昭20)年理研科学映画 山の荒廃を救う植林事業。農林省企画
7 『ちど り』 6 曾47(昭22}年東宝教育映画部 .河原で見っけた千鳥の生態を一少女の観察日記¢形式
で紹介。浦島進撮影。1映画世界社賞
8 r石の中の鳥』 2 '48(昭231年東宝教育映画 千鳥の営巣と子育て。脚ll朝次郎撮影
9 『こんこん鳥
物語』














13 r雀の生活』幽 2 窟51〔昭26}年 東宝教育映画 最も身近な野鳥、スズメの生態。村上喜久男撮影








16 r干拓』 3 。54{昭29)年新理研映画 熊本県出水における国営千拓事業の、8年間の記録


















4じて、鳥の生態観察の愉 しさと奥行 きの深さを体得 した下村は、以後、旅費と写真乾板を買う
小遣いがたまるのを待っては、夜半起 き出し、長時間乗 り物を乗 り継いで、干潟に集まる鳥類
の観察のため有明海行を繰 り返 した。 自然の中での適度の運動 と、感動 と意欲に満ちた毎日は、
損なっていた健康をみるみる回復させた。 日々の接触を通 じて高められた鳥への愛情は、全感
覚をフル回転させた観察の緻密さ、撮影技法の限 りない改善を促 し、わずか3年 で、600枚の
有明海に棲息する鳥の生々しい生態記録が蓄積された。天候、季節、潮の満干など、干潟に棲
息する野鳥の観察に本来的に付随する不確定要素の複合条件下で、まさに粘 り強さと熱意に支
えられた収穫であった。ち ょうど、その頃、地方の一青年の地道な、 しかし画期的な取 り組み




























1-6)であることが判明しているが、最 後の1本 は、第二次世界大戦終末期に急造 された、
農林省委託の植林事業啓発映画であるので、主なものは、1942(昭和17)年までの前半4年 間
に集中 している。北九州周辺、有明海での長年の蓄積を映画化 したr水 鳥の生活』(1939年:
NO.1)と『或 日の干潟』(1940年:NO.2)、有名な野鳥の生息地富士山麓を初めて撮影地 とし
て設定 した 『富士山麓の鳥』(1941年:NO。3)と『慈悲心鳥』(1942年:NO.5)、伊豆御蔵島を舞
台に厳 しい自然環境 とたたかう人々の姿をとらえたr島 』(1941年:NO.4)である。前4作 品
は、野鳥の生態観察記録その ものであるが、『島』では、人の生活条件に主眼を置き、その関
わ りで野鳥を取 り上げる体裁をとっている。これらは、いずれも興業映画館で封切 り上映され、
専門家はもとより、 とか く押 しつけがましく難解な作品が多い 「文化映画」に戸惑っていた一
般観客からも高い評価 を受けた。
自然観察の難 しい条件を克服 して、す ぐれた作品を4年間で5本 というハイペースな製作を

















戦争が終結 した後の虚脱状態は、短編映画界 も同様であった。戦時中、統制経済 と物資不足
の事情下で、短編映画各社は、「時局物」の製作によって しか生き残る外なかっただけに、戦
後の方向性を探るのに苦慮 していた。




映画部 として 『小林一茶』(1941年)、『土に生きる』(同)など優れた短編映画を製作 したが、
やがて戦争の激化に伴い航空教育資料製作所に改組され、主 として航空兵養成訓練向けの ト
レーニングフィルムを製作 していた。敗戦 とともに、教育映画部 と改組改称 して再出発 し、教
育映画(映画教室向映画)の製作に取 り組もうとしていた。
















定 して撮影 したものと思われる2作 品および嘱託 として籍を置いて以来の農林省とのつなが り
で引き受けた と思われる2作品がある。あまりにも身近なため見落 としがちのスズメやカラス
の生態を描写 したr雀 の生活』(1951年、東宝教育映画=NO.13)、rからす 日記』(1953年、自主製

















資料2下 村兼史 調査撮影地 調査撮影期間一覧
【長 期滞 在地 】
19i狙
........∫i狸.......ji艶.......Ji狸...
九 州北部(久 留 米付 近 ・有明海)一












































を締め くくるにふさわ しい性格をもつ ものであった。前者が、『慈悲心鳥』(1942年、理研科学映
画:NO.5)以来、長期にわたって継続 してきた富土山麓の自然観察の総まとめとしての位置に
あり、後者は、下村が野鳥観察の視点 として一貫 して堅持 してきた、厳 しい自然環境にひたむ
きに生きる野鳥に対する、暖かいまなざし、慈 しみの心情がよく反映されているからである。
彼の、長年にわたる、映画による地道な観察記録 と普及の成果を称えるかのように、両作品と
もに文部省特選 となった。 しか し、下村は、最後の作品 『特別天然記念物 ライチ ョウ』の完
成試写を見ることな く、1967年4月、63年の生涯を閉 じた。
ところで、上記2作 品製作の合間に、下村の活動のスケールの大 きさを象徴するような作品
が、別途、製作公表 されていた。新理研映画の 『大 自然にはばた く』(1958年、小山誠治製作、
古賀聖人監督)であった。同映画は、その名の通 り野鳥の生態を主体 とする長編記録映画であ
ったが、富士山麓、九州有明海 ・荒崎、伊豆御蔵島な ど、ほ とんどが下村が長年にわたり通い




理研映画は、 もし、あのいまわ しい第二次世界大戦がな く、「昨日も今 日も変わらない」平和





名作 『大自然にはばた く』は、同社の高い見識を歴史に止め、永遠に輝 く伝統 と栄光の記念碑
というべき作品である。
3下 村兼史の映画製作の視点と特色
下村兼史作品の底流に共通 して流れる 「下村兼史 らしさ」 とはいかなるものであ り、それが
実際に作品中に どのように表現されているのか、ここでは、戦前、戦後を通 じてもっとも脂の
乗 り切った時期に製作された下記4作 品を中心 とし、適宜、他の作品をも交えなが ら考察する
ことにする。なお、映画製作の背景、経過などを知る手がか りとして、これ らの作品すべてが










内容についての引用表示は、原則 として、拙著 『人間形成 と学習環境に関する映画史料情報集
成』(風間書房、19叩年)所載の、それぞれの 「場面展開表」のシーソ番号(③)に 拠った。
下村作品の特色は、製作過程を通 じて作品に反映された三つの視点の三位一体にある。それ











人は見慣れたものに接すると、親 しみを感 じ、心を開 くが、下村作品に一貫 して流れる、 こ
のような普段着のよそおいは、下村兼史の映画製作の基本姿勢に由来するものであった。下村
兼史は、長年にわたる鳥類の生態観察により得られた知識を、権威主義的に普及するために映




るのではな く、同 じように動植物 との世界や風景のすばらしさや有 り難さを共有 してきた者同








るを得ない部分が少な くなかったからである。 しか し、彼は、そうした事情にかかわ りなく、
知識の体系 よりは、むしろ視聴者の興味、関心の流れを大事にして、作品の構成に配慮 した。
興味の糸口さえつかめば、あとは自力で必要な知識 を習得 し、展開できる、 と体験を通 じて認
識 していたからである。同様の立場から、視聴する者の理解の程度や生活実態に配慮すること
も忘れなかった。たとえば、一般向けの 『水鳥の生活』や 『或 日の干潟』に、ユーモアにあふ
れる場面やナレーシ ョンを折 り込む一方、観客層が小学生であるrち どり』や 『こんこん鳥物















Ar水 鳥 の生 活』(1939年)
右 端が下村兼史
Br或 日の干 潟』(1940年、⑧6)







干潟 をのぞ む望遠 カメ ラ
写真3
驚蟻,
鳥へ の愛情が に じむ下村のカ メラワー ク
罫 纏麟 織
一醜


















Ar或 日の干 潟』(194・年 、⑧・)








仕 事 を終 え、夕 日をあび なが
ら帰 途 につ く
12
このような傾向は、『或 日の干潟』において、海苔採 りの婦人たちを終始描写の柱 としていた
ことに、既にきざしとして現れていた(写真4参照)。 身近で生活感のあふれる下村の作品を









の機会(渡 り鳥の場合は翌年)まで じっと待つほかなかった。 このため、『或 日の干潟』の場合、
完成まで2年 の歳月を要 し、『慈悲心鳥』では、下村 らスタッフは富士山麓に実に3年 にわた
り通いつめた(写真5、6参照)。
長年 にわた り写真機を通 じ培われた、下村の、鳥の習性に関する緻密で、冷静な観察眼は、
映画撮影現場でも有効に発揮され、動きと音を伴う映画の特性を活用 した、 より正確で、具体
的な記録がは じめられた。









誘われるように して代わり親の巣から巣立っ ことが立証 され(③11)、さらに托卵される割合
は10巣に1例 に過ぎず、代わ り親の種族保存にほとんど影響を与えていないことを確かめた。
これらの課題解決を含め、従来は写真でしかとらえられていなかった托卵の様子が生々しく描
写 され、一般は もとより関連学会において も注 目を集めた(写真6参照)。
鳥をは じめとする小動物の生活を自然状態で、ありのまま観察するためには、できるだけ近
接 し、 しかも相手に気づかれないことが不可欠であったが、研究熱心な下村は、写真機を手が
けたころすでに、望遠 レンズな しでこれを達成する方法を考案 していた。写真機のシャッター
下村兼史論 13
にある小さな穴に紐を通し、離れた所から引き露光する原始的な方法であった。鳥が庭先でい
つもきまった時刻にきまった場所にとまることを とらえていた鋭い観察眼 と、なん とか して馴
染みになった鳥の姿を大きくとらえて じっくり観察 したい との熱意の結実であった。その後、
本格的に撮影に乗 り出 してからは、大型望遠 レンズを使い、藁やテソ トによる隠れ家を用いる











まばた きをす るムツゴロ ウ
(⑤玉2)
あわをふ くカニ(⑧18)
C群 れを なして飛 び立 っ雁
(⑧19)
Dあ た りを警戒 するハヤブサ
(⑧31)




Aセ ンダイムシ クイの巣 に托卵 さ
れ たひときわ大 きなツツ ドリの卵
(⑧5)
Bセ ンダイム シクイの雛 を巣の外
に押 し出す生 まれ たばか りの ツツ
ドリの雛(⑧6)
C巣 を独占 して成長 す るジュウイ
チ(慈 悲心鳥)の 雛(⑧10)
D大 きく成長 した 「子」(ジ ュウ
イチ)の 背 に乗 って餌 をや る育 て親
(コル リ)(⑧4)
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素直な姿が認め られ る(戦 闘機の爆音に代わ り、「胸 々 とものにおびえていゐる鳥であった。か くて、
ヘ ヘ ヘ ヘ へ ね へ う も ぬ う
干潟はまた元の海に還ってゆ く。昨日も今 日も変わ りなく・・」〈傍点筆老〉 との字幕が入れられている)
し、『島』で は、厳 しい 自然環境 に淡 々と立ち 向か う島民の生活描写 中に突如 「大 日本 帝国」
が割 り込み、前後の流れ を分断す る様相 を呈 している。
3)情 緒性
下村兼史の野鳥を始め とする小動物を見る目には、科学性をどこまでも追う鋭さに加えて、
限 りない優 しさがある。 とくに、棲息する上で困難な条件を生まれながら抱えて生きる鳥に対
する関心、同情は大 きく、彼が映画で取 り上げようとしたきっかけは、ほとんどがここから生
じているといってもよい。
た とえば、子供を育てる能力が退化 し、他の鳥の巣にこっそ り預け、その巣を独占しない限
り種族の保存が図れないジュウイチ、産まれて間もな く、身体に触れる者 をすべてを巣の外に
押 し出し、 自ら生 きるための条件を整備 しなければならないジュウイチの雛(以上r慈悲心鳥』
No.5:写真6参照)、巣が目立ちやす く動物や子 どもによく卵をとられながらも、律儀に何度
で も産卵 ・抱卵を繰 り返すタマシギ、かつ、珍 しく雌雄の役割がことごとく倒錯 し、産卵以外
の子育てを一手に引き受けなければならないタマシギのオス(以上rこんこん鳥物語』NO.9:写
真7参照)、海で泳いでいる魚 しか捕獲 しない珍 しい習性があり、このため大型の魚に海中に引




も、単なる観察者 と被写体 といった冷めた関係ではな く、長年の継続観察 と誠意 と熱意に支え
られた、鳥 と下村 との信頼関係、共生関係の中から、生まれべ くして生まれた作品であった。
たとえば、托卵の鳥ジュウイチは、決して楽な立場 にはな く、他の鳥に預けたわが子の成長ぶ
りを影のように見守 りながら、巣立ちを待って自分のもとに引き寄せなければならない親のつ





た。人間と共存 し、その恩恵と同じくらい迫害 を受けながらもけなげに生 きている普通の鳥を
も、下村は熱心に観察の目とカメラを向けた。人里での営巣と産卵、抱卵の難 しさの中で、い
つものようにさりげな く生まれ育つ生命力に、感動 と畏敬の念を抱かざるを得なかった。千鳥
の産卵 と誕生を観察 日記風に描いた 『ち どり』(NO.7:写真8参照)、『石の中の鳥』(NO.8)、
すずめの生態をつぶさに追 った 『雀の生活』(NO.13)、からすの飼育記録の 『か らす 日記』
(NO.14)は、いずれも、 日常、これ らの鳥に最も接する機会の多い子 どもたちを対象に、理解
と愛情を持 って接することを念じて製作、公表 されたものであった。多 くの教育映画のように、
教えなければならない知識が先行 し、それらしい画面を継 ぎはぎするだけとはまった く異なる







へび にね らわ れる卵。一個食べ
られ3個 が残 る(⑧15)
D多 くの困難 に耐 え、艀 る3羽 の
雛。危険が多 いので、わずか半 日
で巣立 ちをする(⑧16)
写真8『 ち ど り』(1947年)の主要場面
A河 原の石の間に産みつけられた
チ ドリの卵(⑧6)
B卵 をみつ け、手 に取 って眺め る
少女。以後 、観察 日記 をつ け始 め
る(⑤6)
C卵 が暑 さで蒸れ ない ように、身
体を川水 に浸 し卵 を抱 く親鳥
(⑧11)
D卵 の殻 を割 り、顔 を出す雛鳥
(⑧13)
16
作風 と構成がみ られるのは、長期にわたる観察の蓄積 と、被写体に対する製作者の暖かいまな
ざしがあるからである。
ところで、下村がもっとも愛 し、究極的に描 きたかったのは、実は鳥類や小動物 との交流の
延長線上にある、人間だった といえる。ことに、彼のとらえた鳥類や小動物 と同じように、厳
しい生活環境の中で、「昨日も今 日も変わ りな く」生 きている純朴な人々の姿であった。 この
ことを、如実に物語るように、彼の作品には、往々、 もくもくと働 き、生活する人 々が映し出
されるし、映画の画面には現れは しないが撮影ノー トには、 しばしば、生活色にまみれた人 々
との出あいや会話が登場する。「山の人の語 らいは美 しいことばか り、まるで詩の朗読のよう」
(富±:山麓須走村:「野鳥記」P.184)、「力持ちの島の娘たちが、山道で、美 しい声で、"香りサ
クユリ(島特産の野百合)、色ならつばき、心だてなら島娘"と 、歌う声を聞いた」(文献6)と、














求める作品を安請けして量産 した り、あらか じめ定め られた筋書 きに則 して、必要な知識を羅
列 し、あたりさわりのない映像を並べて行 く、 といった製作手法は、いずれも下村の決 してと
るところではなかったからである。




作者の持ち味は生かされず、r或日の干潟』 も、r慈悲心鳥』 も、今 日文化遺産 として誇 り得る
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1`紫悪 膿 徹 。繍 日頃の。、の、,に平気な
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戴撫
波間に浮かぶ青年の頭
身動きせず見っめる人々
降ろされたタラップに上る青年
ほっとした表情をする人々
手ぬぐいを振る母と妹
.遠ざかる汽船
..驚
嘉灘 花
22
◇
WhyhasKaneshiShimomura,adocumentary・filmproducer,
beenlivinginaudiences,milldse.vennowP
14ん吻 ノ4BE
K.ShimomuraWasnotonlyafamousdocumentary-filmproducer,butalsoaspiritedin-
vestigator.oftheornithology.Whenhewas27yearsoldin1940,heselected.thewayof
devotinghislifetoproducingthedocumentary-filmsonbirdsalldlittleanimalsthathe
hadbeenobservingforalongtime.
Inhislifeheproducedlgfilmsatleast,andmostofthemgaveintenseimpression
tomanyaudiences.It'sreportedthatevenllowtheycanvividlyremembersomescenes
thattheysaw50yearsago.
WhyhasK.Shimomurabeenabletoactuponthemforsolongtime2.It's.verysignifi-
canttoknowthecausesandtheirbackgrounds.Forbythat,wecangetsomesuggest-
ionsonthesignificanceoftheeducationandontheprocessofthediffusionofculture。
Wheneverheoperatedhiscamera,heusedtobepreparedforthefollowing3points:
1.Inhisfilmshetookupmanyfamilierbirdsandlittleanimalsortopicsonpeople's
dailylife.Andhepointedoutthestrange,thesurprized,theimpressedandthesym-
patheticthattheandiencehadbeenoverlookingabsentmindedly.Throughthesefamilier
scenesa皿daminamls,theycouldrecognizethestoryofeachfilmeasily.
2.InhismoviesK.Shilnomuraalwaysputtheweightt6thescienticview-ponts:how
tocatchvariousmessagesthatbirds,1ittleaminalsandtheirlife-environmentssendcon-
tinually.Inordertomakeassuracethedoubtgrewoutinhiswork,hespendmanytilne,
occasionally2-3years,eachwork.Sotheaudiencecouldknowhowtofindaclueofsolv-
ingsomeguestions,andgettheattitudeofgoodobserveronthenaturalandsocialaff-
airs.
3.KShimomurahadalwayspayeddeepconsiderationandsympathytobirdsorlittle
aminalswhenheshot.Forexampleheneverstartedtorunhiscamera,untillbirdsor .
littleaminalsbecamewellfamiliertohimandhiscamera.Sotheyregarde4himjustas
carelessmateandactedintheusualway.Thereforetheaudiencecouldseenakedapp-
earsofthemonthescτeen.
FromtheexaminationontheprocessofK.Shimomura'swork,Wecangetthefollow-
ingconclusion.
Wemustprepare2conditionsinordertogetgoodfilms.Oneisthatit'sexpected
thateverydocumentary-produceristohaveawealthofsensitivity,bywhichhe'sableto
catch.variedinformationsontheaudienceortheoblects.Theanotherisforhisactivity
fulloffreeshouldbeinsuredandcreativeactivitiesshouldbeencouraged.
